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岡田 弘 教授 
 



岡田 弘教授記念号の発刊に際して 
 
 岡田 弘教授は定年により退職されることになった．地球物理学教室に着任以来，当教室およ

び関連施設において教育並びに研究につくしてこられた岡田 弘教授の退職を記念して，本号を

岡田 弘教授記念号とすることになった．ここに岡田 弘教授の略歴及び研究業績を記して，我々

後進の参考としたい．                           （編集委員） 
 

岡田 弘教授の略歴 
 

 岡田 弘先生は，1943 年 12 月 27 日に長野県に生まれ，幼年期，少年期を長野の山野ととも

に過ごされました．1962 年４月に北海道大学に入学され，恵迪寮生として勉学に励まれ，1966
年 3 月に同理学部地球物理学科を卒業なさいました．引き続き同大学院理学研究科に進まれて，

地震学を学ばれ，1968 年 4 月に本学理学部助手に任用されました．1971 年には米国カーネギー

地球物理学研究所に留学され，2 年間にわたって研究生活を送られました．その後，1977 年にお

こった有珠山の噴火活動が転機となって，1982 年 7 月には本学理学部付属有珠火山観測所の助

教授に迎えられ，有珠山麓にて噴火予知研究を中心とする火山学の研究に専念されることになり

ました．1998 年 8 月には，組織の統合再編に伴って同年４月に発足した大学院理学研究科付属

地震火山研究観測センターの教授に昇任なさり，助手に任用されて以来，39 年間の永きにわたっ

た本学における教育と研究に尽してこられました．  
 この間，1985 年 4 月から 1998 年 4 月まで有珠火山観測所長として，研究体制や観測網の整備

など観測所の充実に尽くされました．2002 年 4 月から 2004 年 4 月まで，大学院理学研究科付属

地震火山研究観測センター長を務められました．また，1984 年には日本火山学会評議員や日本学

術会議地球物理学研究連絡委員に就かれ，火山学の発展に貢献されました．さらに，1985 年から

測地学審議会委員，気象庁火山噴火予知連絡会委員を歴任し，我が国の火山噴火予知計画の立案

と，その推進に尽力されました．1987 年からは北海道防災会議火山専門委員会委員に就かれ，地

域防災行政にも貢献されてきました．国際的にも，JICA（国際協力機構）のプログラムによる火

山学研修生を積極的に受け入れて指導なさるなど，人材育成に尽くされました． 
 先生が研究者としての第一歩を踏み出した 1960 年代後半は，プレートテクトニクス説が確立

されようとしている時期でした．また第一次地震予知研究計画も建議され，1966 年には浦河地震

観測所が設立されました．先生は観測所で得られた地震記録を丁寧に調べ，ScS 波に先駆する

ScSp 波を発見し，沈み込むプレートの存在を実証なさいました．これにより，1977 年 3 月に北

海道大学理学博士の称号を授与されています． 
 この直後の 1977 年８月に有珠山が噴火活動を開始しました．先生は，同年４月に設立された

ばかりの有珠火山観測所を支えて，有感地震を含む夥しい数の地震の解析を精力的に進められま

した．火山噴火予知連絡会に報告された最初の震源分布は，先生がグラフ用紙とコンパスで作ら

れたモノグラムによって決定されたものです．最新のミニコンを用いた地震観測網の整備が進む



と，山頂火口原で成長する新山を取り巻く U 字型断層に沿って地震が発生し，新山中央部は地震

の空白域となっていることを描き出しました．さらに，これらの地震は相似地震からなる

earthquake family に区分できることも示しました．また，前兆地震を丹念に調べ，噴火が近づ

くにつれて前兆地震の卓越周波数が低周波化したことを明らかにしました．奇しくも有珠山の

1943-45 年噴火活動で用いられて以来，広く普及していた位相に注目した火山性地震の分類に，

卓越周波数に注目した低周波地震，高周波地震という新たな視点を加えられました．さらに地震

の規模別頻度分布を調べ，火山性地震が特異な規模別分布を持つことを示され，国内外の火山を

対象に比較研究をなさいました． 
 有珠火山観測所に移られてからは，道内外の活火山における火山性地震に着目した観測研究を

手がけられました．1988 年末には観測網の整備が一段落した十勝岳で噴火活動が始まりました．

この活動では，噴火に先行する低周波地震活動を見い出され，噴火の直前予測に道を開かれまし

た．また京都大学桜島火山観測所の協力を得て，空振観測が見えない噴火の監視に有効であるこ

とを示しました．その一方で，積雪の上を小型の火砕流が流下し，地元では 1926 年の噴火活動

のような大規模な融雪泥流の発生が危惧されました．地元の要請に応えるためには，前兆低周波

地震の発生を知らせる火山情報の迅速化や，泥流の監視体制の整備などが必要でした．このこと

が後年の「減災の科学」という新たな分野を開拓する契機になったようです．実用的な噴火予知

には，噴火予知研究や活動監視に加えて，研究者，行政や地元住民が連携した総合的な防災体制

が必要であると認識され，以前に増して火山地域の地元住民・行政担当者に対する啓発活動に取

り組まれるようになりました． 
 この活動は 2000 年の有珠山噴火に際に結実し，住民の事前避難が行われ，科学者・地域住民・

行政・マスコミの四者の有機的連携が減災に極めて重要であることを示されました．この功績に

より，北海道新聞文化賞特別賞（平成 12 年度），北海道科学技術賞（平成 12 年度），防災功労者

内閣総理大臣表彰（平成 13 年度）の栄誉を受けています． 
 岡田先生はフィールド・サイエンスの立場を貫き，火山の現場における観測研究の重要性を強

調してきました．また，大学を取り巻く環境の変化により観測所の存続が危ぶまれるなか，観測

所があるなかで有珠山の噴火を迎えたいという信念を貫きました．実証的な学問，社会に役立つ

火山学を目指し，教育や研究の時間を割いてまで火山地域の地元住民・行政担当者に対する啓発

活動にも意欲的に取り組まれました．大学法人化以後，大学に求められるようになってきた一般

市民へのアウトリーチ活動や地域貢献の好例として，我々は先生に学ぶところが多いと思われる． 
（大島 弘光 記） 



岡田 弘教授の業績 
 

著  書 
1. 有珠山―その変動と災害，1988．北海道大学図書刊行会， 共同執筆（門村浩・岡田弘・新

谷融），248pp． 
2. 北海道・自然のなりたち，1994．北大図書刊行会，分担執筆（火の島の息吹，48-61）． 
3. 火山の辞典，1995．朝倉書店，分担執筆（マヨン火山，516-519；有珠山，551-554）． 
4. 昭和新山生成 50 周年記念写真集「麦圃生山」，1995．壮瞥町教育委員会， 共同執筆（勝

井義雄・岡田弘・三松三朗），111pp． 
5. 火山噴火と災害，1997．東京大学出版会，分担執筆（噴火予知と防災・減災，79-116）． 
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年噴火への対応，249-264; 有珠山とどう向き合うか， 270-273）． 
7. 21 世紀の安全を考える･･安心して暮らせる社会をめざして，2003．北海道大学図書刊行会，

分担執筆（自然災害の軽減を求めて･･有珠山噴火からのメッセージ，81-144）． 
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